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働く人の意識を改革するために

June 2022 : No.742

>>>  2022 年 5 月号 ：本誌〔特集企画〕
「ダイバーシティ経営」のススメ

>>>  2022 年 3 月号 ：本誌〔特集企画〕
中小企業でもSFAを検討しよう

>>>  2022 年 5 月号 ：付録小冊子
エクセル関数の使い方〔基礎編〕

>>>  2022 年 3 月号 ：付録小冊子
知的財産のビジネス利用手引き

明日の経営を創る指針と実務に役立つ情報誌

>>>  2022 年 4 月号 ：本誌〔特集企画〕
アウトソーシングのメリット・デメリット

>>>  2022 年 2 月号 ：本誌〔特集企画〕
年度末に向けた自社組織の総点検

>>>  2022 年 4 月号 ：付録小冊子
語彙力をアップするビジネス強歌

>>>  2022 年 2 月号 ：付録小冊子
ビジネス系検定  問題集

>>>  2022 年 1 月号 ：本誌〔特集企画〕
ビジネスマッチングの現状

>>>  2022 年 1 月号 ：付録小冊子
これからの中小企業に求められるリーダー像

問題解決の糸口として、アドバイザーとして、
これからも、皆様に役立つ情報を発信してまいります

不
景
気
に
立
ち
向
か
う
中
小
企
業
経
営
！
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自
動
車
部
品

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
環
境
変
化

●
「M

aaS

」
が
世
界
を
変
え
る

　
「M

マ
ー
ス

aaS

」（M
obility as a Service

移
動
の
サ
ー
ビ
ス
化
）
と
い
う
ワ
ー
ド

を
ご
存
じ
で
す
か
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
技
術
を
利
用
し
て
あ
ら
ゆ
る
交
通
手

段
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぎ
交
通
の
利

便
性
を
高
め
る
概
念
で
す
。
も
し
、
実

現
す
れ
ば
様
々
な
課
題
が
解
決
さ
れ
快

適
な
世
界
が
約
束
さ
れ
ま
す
（
図
1
）。

　

そ
のM

aas

は
、
幅
広
い
社
会
問
題

を
解
決
す
る
糸
口
と
し
て
自
動
車
業
界

だ
け
で
な
く
、
他
業
界
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
お
り
、
既
に
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構

想
と
連
動
さ
せ
た
ト
ヨ
タ
の
「
ウ
ー
ブ

ン
・
シ
テ
ィ
」
が
現
実
味
を
帯
び
た
議

論
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。

●M
aas

を
加
速
さ
せ
る
「C

ASE

」

　

M
aaS

社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
動

車
業
界
に
求
め
ら
れ
る
技
術
変
革
を
表

す
概
念
に
「C

ケ
ー
ス

A
SE

」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
２
０
１
６
年
に
メ
ル
セ
デ
ス

ベ
ン
ツ
が
提
唱
し
た
次
の
４
つ
の
英
単

語
の
頭
文
字
を
と
っ
た
造
語
で
す
。

・「C
onnected

」（
通
信
機
能
）

・「A
utonom

ous

」（
自
動
運
転
）

・�「S
hared�&

�S
ervise

」

��

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
サ
ー
ビ
ス
）

・「E
lectric

」（
電
動
化
）

　

以
下
で
、
こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
内

容
な
の
か
を
整
理
し
、
ま
た
ど
の
よ
う

な
影
響
を
社
会
に
与
え
て
い
く
の
か
を

考
察
し
な
が
ら
、
業
界
内
の
動
き
に
も

焦
点
を
当
て
解
説
し
ま
す
。

・「C
onnected

」（
通
信
機
能
）

　

自
動
車
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
つ
な

げ
て
利
便
性
を
高
め
て
い
こ
う
と
す
る

動
き
で
す
。
昨
今
、
車
両
間
通
信
や
セ

ン
シ
ン
グ
技
術
の
改
良
で
通
信
機
能
の

拡
充
が
加
速
し
て
ま
す
。
ま
た
、
こ
こ

中小自動車部品サプライヤーの
ＥＶ化における経営・人事改革
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e title
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　今、様々な業界で変革が迫られています。特

に劇的な変革が求められているのが自動車業界

です。その裾野は広く日本の社会経済や労働市

場にも大きな影響を与え、昨今、部品不足で国

内メーカーでは生産の一時停止なども発生して

います。本稿では、この環境下で、この先、中

小自動車部品サプライヤーが直面するであろう

経営・人事改革の方向性を探ります。

図1　MaaSがもたらすメリット

自家用車がなくても
自由に行動ができるようになる

渋滞が減ったり
駐車スペースなどに余裕ができる

大気汚染が減り
地球環境改善へ貢献できる

コネクテッド・自動化などにより
交通渋滞などを削減できる

高齢化への対応

遊休資産活用への対応

環境問題への対応

交通渋滞・事故削減への対応

http://www.sele-vari.co.jp/index.html
mailto:mshimizu@sele-vari.co.jp
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特集企画／不景気に立ち向かう中小企業経営！

数
年
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
含
め
て
自

動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
、
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
キ
ャ
リ
ア
採

用
を
拡
大
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
カ
ー
ナ
ビ
周
り
の
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
技
術
は
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
技
術
革
新

が
進
ん
で
お
り
、
自
動
車
業
界
に
キ
ャ

リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
し
て
き
た
人
材
も
多

く
、
労
働
市
場
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。

・「A
utonom

ous

」（
自
動
運
転
）

　

各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
し
の
ぎ
を
削

り
技
術
開
発
を
進
め
て
い
る
分
野
で
あ

り
、
自
動
ブ
レ
ー
キ
や
ス
テ
ア
リ
ン
グ

ア
シ
ス
ト
な
ど
も
自
動
運
転
技
術
の
一

つ
で
す
。
既
に
多
く
の
メ
ー
カ
ー
で
自

動
運
転
車
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
自
動
運
転
を
支
え
る
基
盤
技
術

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
セ
ン
シ

ン
グ
技
術
で
あ
り
、
同
技
術
の
コ
ス
ト

削
減
に
応
じ
て
普
及
の
速
度
に
影
響
が

出
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
技
術
進
化
に
貢
献
し

て
き
た
の
が
日
本
を
代
表
す
る
各
大
手

電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
で
あ
り
、
今
後
、

Ｅ
Ｖ
が
普
及
す
れ
ば
自
動
車
業
界
に
も

電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
が
台
頭
し
て
く
る

こ
と
が
予
想
で
き
ま
す
。

・「�S
hared�&

�S
ervise

」

��

（
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
と
サ
ー
ビ
ス
）

　

自
動
車
の
「
所
有
」
で
は
な
く
「
共

有
」
と
い
う
概
念
で
す
。「
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
と
い
う
ワ
ー
ド
も

よ
く
聞
き
ま
す
が
、
こ
の
市
場
規
模
は

２
０
１
３
年
に
１
５
０
億
ド
ル
だ
っ
た

も
の
が
、
２
０
２
５
年
に
は
３
３
５
０

億
ド
ル
へ
拡
大
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
長
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
海

外
を
中
心
に
発
展
し
て
い
る
の
が
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
（
相
乗
り
）
の
会
社
で
す
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
単
な

る
配
車
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
車
両
と
ユ
ー
ザ
ー
デ
ー
タ
を
収

集
し
て
活
用
す
る
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
分
野
で
は
、

自
動
車
に
関
す
る
技
術
者
よ
り
も
Ｄ
Ｘ

人
材
の
獲
得
競
争
が
始
ま
っ
て
い
て
、

人
件
費
の
高
騰
が
生
じ
て
い
ま
す
。

・「E
lectric

」（
電
動
化
）

　

Ｅ
Ｖ
化
に
伴
う
必
要
な
技
術
と
し
て

進
め
ら
れ
て
い
る
分
野
で
す
。
既
に
ト

ヨ
タ
で
は
Ｅ
Ｖ
化
を
推
進
し
て
お
り
、

２
０
３
０
年
に
Ｅ
Ｖ
の
販
売
台
数
を
グ

ロ
ー
バ
ル
で
年
間
３
５
０
万
台
と
い
う

目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
に
搭
載
す
る
電
装
部
品
の
点

数
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
今
後
、
自
動

車
部
品
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
求
め
ら
れ
る

要
素
技
術
や
そ
れ
に
伴
う
市
場
価
値
の

高
い
ス
キ
ル
が
変
容
す
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

「
経
営
」
と
「
人
事
」

取
る
べ
き
戦
略
の
方
向
性

　

こ
の
よ
う
に
自
動
車
業
界
に
は
か
つ

て
な
い
変
革
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
今
後
、
こ
の
状
況
下
で
ど
の
よ
う

な
経
営
戦
略
を
取
る
べ
き
な
の
か
、
ま

た
目
指
す
べ
き
人
事
戦
略
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
事
項
以
降
で
事
例
な
ど
も
踏

ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。

●
自
社
の
専
門
性
の
再
定
義

　

技
術
革
新
に
よ
り
、
自
動
車
メ
ー
カ

ー
を
ト
ッ
プ
と
し
た
階
層
構
造
と
系
列

の
ル
ー
ル
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
動
車
部
品
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
は
〝
決
ま
っ
た
発
注
者
に

向
け
、
決
ま
っ
た
部
品
を
作
っ
て
い
れ

ば
利
益
が
出
る
〟
と
い
う
仕
組
み
が
変

わ
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
自

社
が
自
ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
を
強

化
し
て
、
販
売
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｖ
化
が
進
む
こ
と
で
自
動

車
を
構
成
す
る
重
要
機
構
部
品
が
変
化

し
ま
す
。
従
来
は
内
燃
機
関
が
キ
ー
パ

ー
ツ
で
し
た
が
、
今
後
は
モ
ー
タ
ー
に

代
替
さ
れ
ま
す
。
電
装
部
品
を
取
り
揃

え
れ
ば
、
従
来
の
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
が
完
成
車
を
作
る
こ
と
も
理
論

上
は
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

と
は
い
え
「
自
動
車
部
品
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
も
完
成
車
が
作
れ
る
」
と
言
わ
れ

て
も
、
そ
れ
を
実
現
で
き
る
の
は
世
界

的
な
大
企
業
に
限
ら
れ
て
く
る
と
容
易

に
予
測
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
検
討
す
べ
き
な
の
が

「
経
営
戦
略
」
で
、
次
に
「
人
事
戦
略
」

へ
と
進
み
ま
す
。
大
企
業
を
中
心
と
し

た
メ
ガ
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
れ
ば
業
界

を
超
え
た
技
術
提
携
や
Ｍ
＆
Ａ
、
モ
ジ

ュ
ー
ル
化
、
規
模
の
経
済
に
よ
る
コ
ス

ト
削
減
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
単
一
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社
長
の
た
め
の
「
考
え
る
力
」
と

「
伝
え
る
力
」
の
磨
き
方

The serialization title

的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
」、
第
3
回
は
「
思

考
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
活
用
法
」、
第
4
回
は
「
従

業
員
が
理
解
、
納
得
、
共
感
し
て
自
発

的
に
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
経
営
者
の

た
め
の
伝
え
方
」
を
解
説
し
ま
す
。

経
営
者
を
困
ら
せ
る

カ
ベ
の
正
体
を
探
る

●
無
知
の
知

　

上
司
や
先
輩
か
ら
、

　「
も
っ
と
よ
く
考
え
て
！
」

と
言
わ
れ
た
経
験
は
、
誰
に
で
も
あ
る

は
ず
で
す
（
逆
に
読
者
の
中
に
は
、
そ

の
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と
が
あ
る
方

も
い
る
は
ず
で
す
）。

　

か
く
言
う
私
も
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

初
心
者
の
頃
の
苦
い
経
験
談
が
色
々
と

あ
り
ま
す
。
当
時
の
自
分
を
振
り
返
る

と
「
も
っ
と
よ
く
考
え
て
！
」
の
理
由

が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
れ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
哲
学
者

ソ
ク
ラ
テ
ス
が
説
く
〝
無
知
の
知
（
不

知
の
自
覚
）〟
の
状
態
で
す
。

　

そ
の
意
味
は
「
無
知
で
あ
る
こ
と
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
中
小
企
業

の
経
営
者
が
自
ら
実
践
し
、
自
社
の
従

業
員
に
説
明
し
て
実
施
を
促
す
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
様
々
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を

解
説
し
ま
す
。
第
1
回
は
「
思
考
の
広

げ
方
を
身
に
付
け
る
」
が
テ
ー
マ
で
、

・
日
々
の
業
務
で
固
定
観
念
や
思
考
の

硬
直
化
に
陥
ら
な
い
コ
ツ

・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
問
題
解
決
の
際

に
活
用
す
る
ア
イ
デ
ア
の
出
し
方

・
日
常
生
活
内
で
も
出
来
る
発
想
力
の

鍛
え
方

に
な
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
第
2
回
は
「
思
考
を
深

め
る
技
術
を
身
に
付
け
る
た
め
の
実
践

は
じ
め
に
！

連
載
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り

●
連
載
の
テ
ー
マ

　

コ
ロ
ナ
禍
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、
輸
送
コ
ン
テ
ナ
の
不
足
や
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
、
原
油
価
格

の
上
昇
な
ど
、
昨
今
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
取

り
巻
く
環
境
変
化
が
企
業
経
営
に
多
大

な
影
響
を
与
え
続
け
て
お
り
、
こ
の
状

況
下
で
中
小
企
業
が
生
き
残
る
た
め
に

は
経
営
ト
ッ
プ
自
ら
が
考
え
る
力
を
磨

く
と
共
に
、
社
員
全
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
英
知
を
結
集
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

本
連
載
で
は
「
考
え
る
力
」
と
「
伝

え
る
力
」
を
向
上
さ
せ
る
方
法
を
4
回

　先の見えない社会情勢下で、社員のレベルアップと組織

力の結集が自社生き残りのカギになります。そのためには、

状況把握や原因究明、解決策の検討ができるように経営者

と経営層が「考える力」を磨き、全社一丸で施策を実行で

きるように「伝える力」を強化することが急務です。論理

的思考やプレゼンテクニックのような教科書的な内容では

なく、コンサルティングの現場で培った「考える力」と「伝

える力」の鍛え方を 4 回シリーズでお伝えします。

第 1回

思
考
の
広
げ
方
を
身
に
付
け
よ
う
！

https://www.pursol.co.jp/
mailto:sakata@pursol.co.jp
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社長のための「考える力」と「伝える力」の磨き方

力
の
高
い
人
ほ
ど
自
己
評
価
が
低
く
な

る
、
と
い
う
優
越
の
錯
覚
を
生
み
だ
す

認
知
バ
イ
ア
ス
で
す
。

　

何
か
失
敗
し
た
と
き
に
能
力
の
低
い

人
ほ
ど
他
者
や
環
境
な
ど
の
外
部
要
因

に
注
目
し
が
ち
で
、
自
分
自
身
に
目
が

向
か
ず
、
結
果
と
し
て
問
題
が
解
決
さ

れ
な
い
ま
ま
、
本
人
が
成
長
し
な
い
状

況
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

●
確
証
バ
イ
ア
ス

　

自
分
の
価
値
観
や
先
入
観
、
あ
る
い

は
仮
説
な
ど
を
肯
定
し
た
り
、
証
明
す

る
よ
う
な
都
合
の
良
い
情
報
ば
か
り
に

目
が
向
く
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り

正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
確
証
バ
イ
ア
ス
」

と
呼
び
ま
す
。
こ
の
確
証
バ
イ
ア
ス
に

陥
る
と
、
周
り
が
見
え
な
く
な
り
、
人

の
意
見
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
難
し
く

な
り
ま
す
。

　

い
か
が
で
す
か
。
思
い
当
た
る
節
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
前
述

の
よ
う
に
、
バ
イ
ア
ス
自
体
は
脳
の
機

能
や
働
き
が
関
係
す
る
た
め
消
し
去
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
バ
イ
ア
ス
が
あ

を
避
け
る
た
め
に
、
保
有
す
る
も
の
の

価
値
を
高
く
感
じ
る
働
き
が
人
間
に
は

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
保
有
効
果
」
と

呼
ば
れ
る
現
象
で
す
。

　

ま
た
、
費
や
し
た
時
間
や
金
銭
な
ど

が
も
っ
た
い
な
く
て
何
か
を
止
め
ら
れ

な
い
心
理
を
「
サ
ン
ク
コ
ス
ト
効
果
」

「
コ
ン
コ
ル
ド
効
果
」
と
呼
び
ま
す
。

　

そ
し
て
、
現
状
か
ら
の
変
化
で
起
こ

り
得
る
リ
ス
ク
や
失
敗
、
安
定
状
態
が

崩
れ
る
こ
と
へ
の
恐
れ
な
ど
、
人
間
に

は
変
化
を
避
け
よ
う
と
す
る
思
考
が
働

き
ま
す
。
こ
れ
を
「
現
状
維
持
バ
イ
ア

ス
」
と
呼
び
ま
す
。

　

保
有
効
果
や
サ
ン
ク
コ
ス
ト
な
ど
、

い
く
つ
か
の
原
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ

て
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
が
生
ま
れ
る
と

言
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
現
状
維
持

バ
イ
ア
ス
を
打
破
す
る
こ
と
は
大
変

で
、
業
務
改
善
や
組
織
改
革
を
行
う
際

の
大
き
な
障
害
に
な
り
ま
す
。

●
ダ
ニ
ン
グ
＝
ク
ル
ー
ガ
ー
効
果

　

人
は
他
者
の
能
力
と
の
相
対
比
較
で

自
分
の
能
力
を
判
断
し
ま
す
。「
ダ
ニ

ン
グ
＝
ク
ル
ー
ガ
ー
効
果
」
は
、
能
力

の
低
い
人
ほ
ど
自
己
評
価
が
高
く
、
能

①
思
考
の
ク
セ

　

人
間
に
は
「
認
知
バ
イ
ア
ス
」
と
呼

ば
れ
る
思
考
の
偏
り
が
あ
り
ま
す
。
昨

今
、
ノ
ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
受
賞
分
野

で
あ
る
行
動
経
済
学
な
ど
で
も
認
知
バ

イ
ア
ス
の
研
究
は
進
ん
で
お
り
、
ご
存

じ
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
環
境
や
経
験
値
、
好
き
・
嫌
い
、

趣
向
の
違
い
、
経
済
状
況
な
ど
、
認
知

バ
イ
ア
ス
が
発
生
す
る
原
因
は
多
々
あ

り
ま
す
が
、
究
極
的
に
は
脳
の
機
能
や

働
き
に
よ
る
も
の
と
言
え
ま
す
。

　

認
知
バ
イ
ア
ス
自
体
は
悪
い
も
の
で

は
な
く
、
個
性
や
価
値
観
の
違
い
を
生

み
出
し
、
人
間
の
多
様
性
を
形
成
す
る

要
因
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
認
知
バ
イ
ア
ス
に
は

様
々
な
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
仕
事
上

の
人
間
関
係
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
左

右
す
る
も
の
と
し
て
有
名
な
３
つ
を
紹

介
し
ま
す
。

●
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス

　

自
分
が
得
た
も
の
を
手
放
す
、
ま
た

失
う
こ
と
は
苦
痛
で
す
が
、
そ
の
苦
痛

知
っ
て
い
る
こ
と
」
が
重
要
で
、
つ
ま

り
「
自
分
が
い
か
に
わ
か
っ
て
い
な
い

か
を
自
覚
せ
よ
」
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　

言
い
換
え
れ
ば
「
知
ら
な
い
こ
と
」

よ
り
も
「
知
ら
な
い
こ
と
を
知
ら
な
い

こ
と
」
の
方
が
罪
深
く
、
私
は
「
わ
か

ら
な
い
理
由
が
、
わ
か
ら
な
い
」
事
態

に
陥
っ
て
い
た
の
で
す
。

　

同
じ
ミ
ス
を
繰
り
返
し
、
ト
ラ
ブ
ル

の
原
因
を
充
分
に
究
明
せ
ず
場
当
た
り

的
な
対
応
に
終
始
す
る
従
業
員
は
、
経

営
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
存
在
に
な
り
ま

す
が
、
当
の
本
人
に
は
そ
の
自
覚
が
な

い
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
問
題
を
起
こ
す
社
員
と
経
営
者
の

間
に
は
、
大
き
な
カ
ベ
が
立
ち
は
だ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
正
体
こ
そ
が
〝
無
知
の
知
（
不

知
の
自
覚
）〟
で
あ
り
、
私
の
経
験
上

起
こ
る
理
由
は
次
の
３
つ
に
区
分
で
き

ま
す
。

①
思
考
の
ク
セ

②
情
報
の
違
い

③
優
先
順
位
の
違
い

　

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
詳
し
く
見
て
行

き
ま
し
ょ
う
。
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原作／山田店長
大手スーパーマーケット現役店長
Blog   https://aoikirin.com
Twitter   https://twitter.com/yamada_tencho
お問い合わせ   https://aoikirin.com/contact/

マンガ／森元 智 

アルバイトの求人·採用から
戦力化へのロードマップ

大型スーパーマーケット現役店長の奮闘記

ア
ル
バ
イ
ト
の
戦
力
化
は

人
材
に
合
わ
せ
た
育
成
方
法
で
！

第4回

　一口に「人材育成」と言いますが、その人材に合わせた育

成方法が必須です。しかし「それはわかってはいるんだけれど、

そう簡単にうまくいかなくて…」と思っていませんか。育成

ではなく勝手に育っていくように、相手の立場になって考え

てみると自ずと答えが浮かび上がります。今回は、各アルバ

イトの立場や状況に合わせたケーススタディです。

https://aoikirin.com
https://twitter.com/yamada_tencho
https://aoikirin.com/contact/


こ
の
人
材
育
成
案

じ
っ
く
り
と
拝
見

し
ま
し
た
が

概
ね
問
題

あ
り
ま
せ
ん
ね
！

そ
う

で
す
ね

よ
り
良
い

育
成
プ
ラ
ン
に

な
り
そ
う
で
す
ね

ぜ
ひ

お
願
い
し
ま
す
！

コ
レ
は

こ
っ
ち
…
と

コ
レ
は

こ
こ

昔こ
ん
な
こ
と
が

あ
っ
た
ん
だ
…

だ
か
ら

将
来
有
望
な

会
社
の
資
産
に

成
り
得
ま
す
！

某
牛
丼
店
の

元
社
長
も

バ
イ
ト
か
ら
の

叩
き
上
げ
で
し
た
ね

悪
い
け
ど

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の

片
付
け
を

サ
ポ
ー
ト
し
て

く
れ
な
い
か

二
人
は
そ
の
後
も

気
ま
ず
い
ま
ま

結
局
二
人
と
も

辞
め
て
し
ま
っ
て
ね
…

は
い

…
…

い
い
加
減

掃
除
ぐ
ら
い

テ
キ
パ
キ

や
れ
よ
！

フ
リ
ー
タ
ー
の

ヤ
ル
気
モ
ー
ド
は

様
々

彼
ら
の

プ
ラ
イ
ド
も

加
味
し
な
が
ら
注
意
深
く

接
し
て
い
く
べ
き
で
す
ね

え
っ
…
ま
た

あ
の
学
生

で
す
か
ぁ
〜
？

フ
リ
ー
タ
ー
は

学
生
や
主
婦
よ
り

労
働
時
間
が
長
い

●
フ
リ
ー
タ
ー
の
ケ
ー
ス

私
も
そ
う

思
い
ま
す

こ
れ
に
我
々
の

経
験
も
加
え
て

み
て
は
？
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